
神戸市または京都市の独自助成を行う場合は、下記手順を行ってください。
基本的な操作については、「運営支援サービスマニュアル」をご確認ください。

1．受給者証を設定する

神戸市・京都市の独自助成対応方法

1

1．受給者証を設定する

2．上限額管理(他事業所)を行う

3．上限額管理(自事業所)を行う

4．自治体助成を確認する

5．様式確定〜様式出力する

・受給者証の助成欄で、市基準の負担上限月額を設定します。

助成自治体に神戸市または京都市を選択すると、市基準の負担上限月額が設定できるようになります。



2．上限額管理(他事業所)を行う

神戸市・京都市の独自助成対応方法
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・他事業所が上限額管理事業所の場合、上限額管理結果入力画面で市基準の管理結果額を登録します。

市基準の管理結果額を登録することで、自治体助成額が自動的に計算されます。



3．上限額管理(自事業所)を行う

神戸市・京都市の独自助成対応方法
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・自事業所が上限額管理事業所の場合、上限額管理結果入力画面で市基準の管理結果額を計算します。

総費用額と利用者負担額を入力して計算すると、市基準の管理結果額を自動計算します。（複数児童も同様）

市基準の上限額管理を行うと、自治体助成額が自動的に計算されます。

上限額管理結果票の出力は市基準のフォーマットとなります。

受給者証に登録した

市基準の負担上限月額が表示されます

市基準の上限額管理結果を

自動的に計算します

市基準の上限額管理結果の合計を

表示します



4．自治体助成を確認する

神戸市・京都市の独自助成対応方法
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・自治体助成額は自動計算されます。

市基準の上限額管理の結果をもとに、自治体助成額が自動で計算されます。

また、上限額管理の対象外の場合も、助成対象の場合は自治体助成額が自動で計算されます。

自治体助成額が自動で計算され

ます。

自治体助成額に問題がなければ、

保存するボタンをクリックする必要はありません。



5．様式確定〜様式出力する

神戸市・京都市の独自助成対応方法
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・様式確定後、様式出力にて市基準の各種帳票が出力できます。

以下の帳票が出力できます。

・市基準の上限額管理結果票

・市基準の上限額管理結果票（複数児童）

・請求明細書別紙（京都市の場合）
EXCEL形式でも出力できます。


